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経済学部長山村勝郎
すでにご承知のように，懸案の法文学部の３分離が実現し，経済学部は法
・文二学部と並んで本年度から発足しました。第１回の経済学部学生180名
はすでに本年四月から入学しておりますが，新学部創設に伴う講座増設と教
官の充実は昭和58年度までに完成する予定です。５８年度までに完了予定の経
済学部の陣容は，教官定員33名（うち教授20名，助教授10名，助手３名）で，
５つの大講座（理論・計量経済学，経済史学，応用経済学，経済政策，経営
・惰報科学）が透かれることになります。従来の経済学科時代に比べて教育
研究体制が格段と向上することはまちがいないでしょう。
現在の教育研究組織では大学における経済学教育の最低必要水準を満たし
ているにすぎないので，学問の発展に伴って分化した新たな研究分野を学生
に教えることもできず，地域社会の現実的要調に対して科学的にこたえる体
制もと、のっていませんでした。そこで独立した学部として拡充される機会
に，大学教育の質的充実を図り，地域の中心的な研究機関たるにふさわしい
経済学部をつくりたいと思っているわけであります。
ところで，新学部の創設といっても，旧制大学の既存の経済学部をまねて，
既存の学部に置かれている講座を補充することに目標をおいているわけでは
ありません。われわれが経済学部の構想をたてたときに重視したいくつかの
ポイントがあります。第１は，従来の法文学部の利点を生かすことです。経
済学は社会科学の基礎でありますから，隣接諸分野とは独立に研究すること
はできませんし，狭い意味の経済学の知識だけでは現実の社会事象を理解で
きません。法文学部の複合学部としての利点は隣接分野をも学生に教育でき
る点にあったわけですが，今後もなるべく広い範囲の綜合的・専門的知識を
身につけた人材を養成したいと考えています。第２は地域の基幹大学として
現実の要請に応えうる教育と研究を行うことです。これはなかなか難かしい
課題ですが，経済学が現実の諸事象をとり扱う社会科学の一つである以上，
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大切な使命でありましょう。こういう目的で授業科目のなかに，地域経済論，
環境経済論など実証的分野を体系化した－つの講座をつくりました。地域の
具体的な現実問題が科学にまで高められ，本学部の新しい特徴になることを
目指しています。第３は従来の経営学関係の講座についても，単なる講座の
細分化ではなく，コンピューターを中心とした最近の情報科学をとり入れた
ことです。経営拡充の分析とシステム構成を綜合した新しい部門をとり上げ
たものです。、
教育体制については経済理論，経済政策，経営の三つの履修コースを設け，
学生のコース選択にあたっては教官の研究組織との関連性を重視したうえで，
自発的選択の余地を与えるよう配慮します。全体として理論的能力とともに
実践的・基礎技術的能力を育て，大学の教育に対する社会的要請の多様化に
対応できるような教育体制をつくりたいと考えます。
経済学部は金沢大学のなかでは決して規模の大きな学部ではありません。
それでも30名以上の研究者が集まり，それぞれの分野を分担すると同時に互
に協力することができれば，日本における－つの経済研究の基地を形成する
ことができるでしょう。そのためには単に学部を独立させただけではなく,こ
れから学部の内容を充実させる努力が必要だと思っています。そして経済学
科時代の多くの先箪諸兄や地元の市民の皆様の期待に応えたいと思いますの
で，今後ともご指導とご支援をお願いする次第です。
